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銀杏並木 

○大会、コンクール、発表会等の参加，結果○ 1/９(月)まで
＜バスケット部＞ 柏市一年生大会

・男子 リーグ戦 ２勝１敗 第１位 ・女子 リーグ戦２勝１敗 第２位

＜卓球部＞ 柏市一年生大会

・男子個人戦 上位進出なし

・女子個人戦 ベスト８ 野沢 香乃 ベスト１６ 木澤 遥陽

【１月の主な予定】
・ １/１０(火) ・始業式

・ １/１１(水) ・全校実力テスト ・弁当の日

・ １/１２(木) ・給食開始 ・委員会

・ １/１３(金) ・避難訓練

・ １/１７(火)、１８(水) ・３年生３時間授業、給食なし

・ １/１９(木) ・千教研(先生方の研修日) ・全校３時間授業、給食なし、部活動なし

・ １/２０(金) ・午前；保護者自由参観日 ・午後；新入生保護者説明会

・ １/２３(月) ・職員会議 ・部活動なし

・ １/２５(水) ・委員会

※予定が変更になった場合は、

HP、すくすくメール等でお知
らせします。

「一年の計は元旦にあり」

校長 長谷川正一

このことわざはよく知られていて、一般的に「一年の目標や計画は元旦に立てるべきです。」となります。

このことわざの由来は、いくつかの説があり、日本由来の説は毛利元就の言葉が有名で、

一年の計は春にあり

一月の計は朔（ついたち）にあり ※朔（ついたち）とは、その月の初めの日。

一日の計は鶏鳴（一番鶏が鳴く早朝）にあり ；からきています。

「新しい一年の計画は、その年の始めに、月の計画は月の始めの日に、そして、今日の計画は、朝早くに

たてる。」という意味になり、そして、元旦、月始めの日、その日の早朝に計画を立てるだけでは意味がな

い。元旦、朔（ついたち）、鶏鳴からスタートし、計画を実行していきなさいという意味にもなります。こ

のことにより、その一年が有意義な一年になると言われています。皆さんの計画はどうでしょうか。

類語として，「一生の計は少壮(少年時代)の時にあり」ということわざがあります。その若い時が大切で

あり、その時の経験や学んだ知性、育んだ感性を財産とし、将来の夢を持ち、，計画を立てることが大切だ

という意味になります。今までにも将来「～をしたい。」「～になりたい。」といった作文などを書いたこと

があると思いますが、今中学生の時に、どのような夢や目標を持ち、どのような計画を立て、実行していく

のかによって、今後の成長、そして、夢や目標の達成につながると思いますので、今この「少壮の時」の生

活を大切にしてほしいと思います。

最後になりますが、今年も教職員一同，子どもたちの成長のために尽力してまいりますので、保護者や地

域の皆様には、これまで以上にご支援・ご協力のほど、よろしくお願いいたします。


